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１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 21 年度 運開後累計 平成 21 年度 運開後累計 

１号機 運転中 
２４．０

 
２４．２

６５．９

６８．５

６．８ ８２３．３日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 

定期検査中 
(H22. 2.21～H22.8 上旬)

１００．１

９７．６

７８．４

７８．６

９３．０ １,８３５．９

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（事故停止中） 

――――― 

（H7.12.8 中間熱交換器(C)二次系出口配管からのナトリウム漏えいに伴い、

            原子炉手動停止。) 

１号機 運転中 
７１．０

７０．４

５２．７

５５．０

１９．３ ６１６．２

２号機 運転中 

７３．８

７４．１

６１．７

６３．２

２９．５ １,０１６．６

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 
定期検査中 

(H21.12.13～H22.4 中旬)

７９．９

７６．８

７０．４

７１．２

５２．９ １,６９４．０

１号機 停止中 

５９．０

  ５９．２

６６．７

６７．６

５５．５ ２,１２４．１

２号機 運転中 
６４．２

６３．７

７２．５

７３．２

６０．５ ２,２５９．３

３号機 運転中 

７５．２

７４．８

８１．２

８１．２

７１．１ １,５２７．８

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 
定期検査中 

(H22. 2. 7～H22.6 下旬)

９４．９

９３．５

８６．０

８５．７

８９．７ １,５１８．６

１号機 運転中 

８３．７

８０．５

６９．４

７０．０

５５．４ １,７７３．３

２号機 運転中 
９２．１

８８．１

６８．９

６９．７

６０．９ １,７１１．２

３号機 運転中 
７５．９

７２．１

８２．７

８２．２

５２．９ １,５８３．３

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 
定期検査中 

(H22. 2. 4～H22.6 上旬)

９５．７

９２．６

８４．７

８４．４

６６．７ １,５９８．０

 合 計 
７９．０

７４．４

７２．７

７１．２

７１４．７ ２０,０８２．３

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 22 年２月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成 22 年３月４日現在 

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）
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２．各発電所の特記事項（平成 22 年２月６日～３月４日） 

 （１）運転中のプラント 

発電所名 特記事項 

敦賀 1号機 ○主蒸気圧力制御系の圧力伝送器からの水漏れ 
・運転中の平成 22 年１月 19 日 10 時頃、タービン建屋２階（管理区域内）

において、巡視点検中の運転員が、タービンに供給している蒸気（主蒸
気）の圧力を検出している伝送器からの水漏れを発見した。 

・このため、当該伝送器の圧力検出配管の元弁を閉止し漏れを停止させた。
・漏れた水は約 2．5リットル、放射能量は、約 3．3×10５ベクレルと評価

された。 
・この事象による運転への影響はなく、環境への放射能の影響はない。 
・これまでの調査では、伝送器内で圧力を検出するブルドン管の表面にひ

び割れが認められ、この箇所から漏れが生じたものと推定された。 
（平成 22 年２月５日 発表済）

・対策として、平成 22 年２月９日に当該伝送器を新品に取り替え、復旧
した。これまでの調査で、ひびの破面は疲労破壊（高サイクル疲労）の
特徴を示していること、ひびの近傍には腐食痕があり、その中に小さな
ひびがあることが確認されており、これらが発生した原因については詳
細な調査を行っている。当該伝送器は第 32 回定期検査時に約９ヶ月間、
系統から取り外した状態で保管されていた。 

 

敦賀２号機 第 17 回定期検査中（H22. 2.21 ～ H22. ８月上旬予定） 

 ・発電停止   （H22. 2.21  0:00） 

 ・原子炉停止  （H22. 2.21  3:00） 

美浜３号機 第 24 回定期検査中（H21.12.13 ～ H22. ４月中旬予定） 
・発電停止   （H21.12.13 11:00） 
・原子炉停止  （H21.12.13 12:30） 

大飯１号機 ・発電停止   （H22. 2. 6  1:00） 

・原子炉停止  （H22. 2. 6  1:47）一次冷却材中の放射能濃度の上昇のため停止 

大飯３号機 第 14 回定期検査 （H21.10.31 ～ H22. 2.19） 
 ・発電停止   （H21.10.31 10:00） 
 ・原子炉停止  （H21.10.31 11:47） 
 ・原子炉起動  （H22. 1.22  0:36）、臨界（H22. 1.22  7:00） 
 ・調整運転開始 （H22. 1.23 16:30） 
 ・営業運転再開 （H22. 2.19 15:00） 

大飯４号機 第 13 回定期検査中（H22. 2. 7 ～ H22. ６月下旬予定） 
 ・発電停止   （H22. 2. 7 10:00） 
 ・原子炉停止  （H22. 2. 7 11:56） 

高浜４号機 第 19 回定期検査中（H22. 2. 4 ～ H22. ６月上旬予定） 
 ・発電停止   （H22. 2. 4 10:00） 
 ・原子炉停止  （H22. 2. 4 12:56） 

 
（２）建設中のプラント 

発電所名 特記事項 

もんじゅ プラントの監視・巡視点検等（H22. 2. 1 ～ ） 
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（３）廃止措置中のプラント 

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開

発センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20. 2.12 ～） 
・ヘリウム浄化系等のトリチウム除去作業実施中（H21. 1.26 ～） 
・原子炉冷却系統施設(第５給水加熱器等)解体撤去作業終了 
（H21. 8.21 ～ H22. 2.16） 
・カランドリアタンクおよび重水冷却系のトリチウム除去作業実施中 
（H21. 9. 2 ～） 

第 22 回定期検査中（H21.12. 1 ～ H22. 3．31 予定） 
 
○重水循環ポンプ用熱交換器の除染作業中における放射性物質を吸着した樹脂の漏えい 

・２月３日、取り外した機器の内部で特殊な液を循環させ、付着している

放射性腐食生成物を取り除く作業を行っていた際、液を浄化する樹脂塔

上部から樹脂が作業エリア内に漏れた。 

・漏れた樹脂と液の量は約 8.2 ㍑(約 8.3kg)で、放射能量は約 1.8×10８Bq

と評価された。 

・作業員２名の頭部に樹脂がかかり、直ちに水で洗い流したが、１人が眼

に軽い炎症を負った。本事象に伴う外部および内部被ばくは認められな

かった。 

（平成 22 年２月５日 発表済） 

・漏えいの原因について、樹脂塔上部のキャップは、２つの可動レバーで

固定されており、今回、放射線遮へいのため鉛マットを上部に取り付け

た際、レバーが動き、樹脂塔内の圧力でキャップが外れ樹脂が漏えいし

たと推定された。 

・対策として、キャップを固定する可動レバーは、固定後、レバー同士を

金具で止める。 

（添付資料－１）

 

３．燃料輸送実績（平成 22 年２月６日～３月４日） 

＜新燃料輸送＞ なし 

＜使用済燃料輸送＞ なし 
 
４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 22 年２月６日～３月４日） 
  なし 



 4

（参考） 
 

１．記者発表実績（平成 22 年２月６日～３月４日） 
年月日 番号 発  表  件  名 

H22. 2. 9 94 
高速増殖原型炉もんじゅに係る安全性総点検報告書（第５回報告）の補
正について 

H22. 2.19 95 大飯発電所３号機の営業運転再開について（第１４回定期検査） 

H22. 2.19 96 敦賀発電所２号機の定期検査開始について（第１７回定期検査） 
H22. 2.22 97 敦賀発電所 1 号機の今後の運転方針（停止時期）について 
H22. 2.23 98 高速増殖原型炉もんじゅ性能試験再開の協議願いの提出について 

 
２．主な出来事（平成 22 年２月６日～３月４日） 

年月日 概      要 

H22. 2.12 

・県は、原子力安全・保安院の根井審議官から、高速増殖原型炉もんじゅの

安全性総点検報告書（第５回報告）における原子力安全・保安院の評価結

果等について説明を受けた。 

H22. 2.13 

・福井県原子力安全専門委員会（第５８回） 

  高速増殖原型炉もんじゅについて 

  高浜発電所３，４号機プルサーマル計画について 

H22. 2.17 
・西川知事は経済産業大臣に日本原子力発電敦賀発電所１号機の運転停止時

期の変更について要請を行った。（東京） 

H22. 2.21 
・西川知事は、敦賀市長と面談し、日本原子力発電敦賀発電所１号機の運転

停止時期について、地元敦賀市の意見を確認した。 

H22. 2.22 
・西川知事は、日本原子力発電㈱社長に対し、日本原子力発電敦賀発電所 1

号機の運転停止時期延長について了承する旨を伝えた。 

H22. 2.23 
・県は、日本原子力研究開発機構理事長から、高速増殖原型炉もんじゅの性

能試験再開の協議願いの提出を受けた。 
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平成２１年度安全協定に基づく軽微な異常事象 

原子炉廃止措置研究開発センター（ふげん） 

重水循環ポンプ用熱交換器の除染作業中における放射性物質を吸着した樹脂の漏えいについて 
 

・発生日：平成22年2月3日11時13分頃 

・放射能による周辺環境への影響：なし 

・国の取扱い：報告対象外 

・安全協定上の取扱い：異常事象（第７条第３号「不測の事態により放射性物質または放射性物質によっ

て汚染されたものが漏洩したとき」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１． 発生状況 

平成 22 年２月３日、廃止措置中のふげんの原子炉建屋地下２階において、系統から既に取り外した
重水循環ポンプ用の熱交換器＊１の内面に付着している放射性腐食生成物＊２を、除染液（シュウ酸）を循
環させて取り除く（除染）作業を行っていたところ、放射性腐食生成物を吸着するために設置している
樹脂塔＊３上部から除染液を含んだ樹脂が漏れた。 
漏れは、除染の効果を調査するため、樹脂塔表面の放射線量を測定した後、一時的に取り外していた

放射線遮へい用の鉛マットを樹脂塔の上部に戻す作業中に発生し、その量は約8.2㍑（約8.3kg）で、
放射能量は約1.8×10８Bqと評価された。 
鉛マットの取り付け作業をしていた作業員２名の頭部に樹脂がかかり、直ちに水で洗い流したが、１

人が眼に軽い炎症を負った。また、２名の被ばくを評価した結果、本事象に伴う外部および内部被ばく
は認められなかった。 
 

２．調査結果 
  漏えい直後に、樹脂塔上部を確認したところ樹脂移送用ノズルに固定されていたキャップが外れてお
り、樹脂塔内に残った圧力によりキャップが外れ、樹脂が漏れ出たものと推定される。 

  当該部位は、２つの可動レバーを上げることにより、キャップをノズルに押しつけて固定する構造と
なっている。２つのレバーの状態について除染作業開始前に撮影した写真を確認した結果、片方のレバ
ーが下がっていたことが確認された。当時の作業を模擬して、片方のレバーが下がった状態で、鉛マッ
トを樹脂塔の上部に取り付けたところ、鉛マットの重みによって、もう片方のレバーが押し下げられる
ことが確認された。 

  当該除染装置を使用するに当たっては、事前に試運転を行い、装置からの漏れがないことを確認して
いたが、キャップについては、固定状態の確認を行っていなかった。 

 
３．原因 
  原因は、片方のレバーが下がっている状態で、鉛マットを樹脂塔の上部に取り付けた際、鉛マットの
重みによって、もう片方のレバーが押し下げられたことにより、キャップをノズルに固定する力がなく
なり、樹脂塔内に残った圧力によってキャップが外れ、樹脂が漏れ出たものと推定された。 

添付資料－１ 

＜発生状況＞ 

・２月３日、取り外した機器の内部で特殊な液を循環させ、付着している放射性腐食生成物＊２を取り除

く作業を行っていた際、液を浄化する樹脂塔上部から樹脂が作業エリア内に漏れた。 

・漏れた樹脂と液の量は約8.2㍑（約8.3kg）で、放射能量は約1.8×10８Bqと評価された。 

・作業員２名の頭部に樹脂がかかり、直ちに水で洗い流したが、１人が眼に軽い炎症を負った。 

本事象に伴う外部および内部被ばくは認められなかった。 

＜原因＞ 

・樹脂塔上部のキャップは、２つの可動レバーで固定されており、今回、放射線遮へいのため鉛マットを

上部に取り付けた際、レバーが動き、樹脂塔内の圧力でキャップが外れ樹脂が漏えいしたと推定された。

＜対策＞ 

・キャップを固定する可動レバーは、固定後、レバー同士を金具で止める。 

【概要】 
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４．対策 
  キャップを固定する可動レバーは、固定後、レバー同士を金具で止め、人または物の接触により押し
下げられることを防止する。 
今後行う作業に当たっては、計画段階で、漏えいの可能性のあるキャップ等の一覧表を作成し、作業

開始前に固定状態を確認するとともに、人や物の接触による漏えいの発生を防止するための保護措置の
実施を徹底する。 

 

＊１：重水循環ポンプのモーター部の固定子を系統内の重水を使用して冷却するための熱交換器 

＊２：主に制御棒に使用されているステライトに含まれるコバルト59が放射化し、重水中にコバルト60として溶出する。 

＊３：熱交換器内面に付着した放射性腐食生成物を、除染液（シュウ酸）で溶かし出し、樹脂に吸着させて除去する装置。 

   循環ポンプにより、熱交換器と除染装置の間を除染液が循環する。 



除染液

スクリーン

除染液

重水循環ポンプ用熱交換器の除染作業中における
放射性物質を吸着した樹脂の漏えいについて

樹脂

レバーが下がっている状態

キャップ

入口

樹脂塔内に残圧

出口

400mm

6
0
0
m
m

樹脂移送用ノズル

キャップの概略図

キャップ

ノズル

レバー

レバーを下げた状態
（ロックが解除された状態）

レバーを上げた状態
（ロックされた状態）

原子炉建屋地下２階平面図

外れたキャップ

対策

樹脂塔概要図
除染装置設置場所配置図

樹脂の漏れた経路

樹脂塔

除染作業開始前の写真
（平成22年2月1日）

レバー同士を
金具で止める
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